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令和６年７月８日 

開議 ９時００分 

〇教育総務課課長補佐兼教育政策係長 加來義宏君 

 定刻となりました。ただいまから、令和６年７回定例教育委員会を開催したいと思い

ます。 

 開会前に、資料の差し替えと追加資料がございますので、確認させていただきます。 

 まず、差し替えについてですが、１ページ、教育長事務報告です。７月１３日土曜日

の予定については、市民大学講座閉校式となりますので、修正したものを配付させてい

ただいております。 

 次に、追加資料についてですが、議案第２７号 令和７年度実施計画事業についての資

料を配付しております。不足はございませんか。 

（「はい」の声あり） 

ありがとうございました。 

それでは山田教育長、お願いいたします。 

１.開会 

〇教育長 山田英俊君 

 定足数に達していますので、令和６年第７回定例教育委員会を開会いたします。 

 ７月１日付けで教育長を拝命し、前回の教育委員会で御挨拶をさせていただきました

が、初日から本当に忙しい毎日を１週間過ごしました。今から事務報告をさせていただ

きますが、教育委員会、学校、特にいろんなことが起こります。これはもう子どもも生

きているし、その中で何があっても不思議ではないという状況の中で、日々アンテナを

張って問題が最小限にとどめられるように、あるいは起こらないように配慮しながら教

育委員会の執務を行っております。 

２.教育長事務報告 

〇教育長 山田英俊君 

では、先週１週間の御報告と、それからその後の予定について、御説明をさせていた

だきます。 

 ７月１日、市長室で辞令交付式がありました。そのあと庁議ですね、これは子ども議

会一般質問の割り振りの庁議がありまして、それについては、１０時からの校長会があ

りましたので、挨拶だけして抜けました。定例校長会は、内容については例年毎月の内

容でありますが、午後ですね、第５２回市民文化祭の実行委員会を中央公民館で行って

おります。 

 ２日は、教育長室で執務をしております。主に来年度の実施計画についてのヒアリン

グの内容になっております。ですので、外には出ていません。 
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 ３日は、ここには書いていませんが、小中学生の文化体験教室というのを文化課のほ

うで行っておりまして、その打ち合わせに１０時からいっております。午後からは教科

書の採択協議会、ことしは中学校の採択になっておりますので、採択協議会、その後、

選定部会に辞令交付などを行っております。 

 ４日は、定期学校訪問、泉小、午後が泉中でありました。 

 ５日が定期学校訪問で、今元小学校、仲津中学校です。この学校訪問の合間を縫って、

また実施計画のヒアリングなんかも入れております。 

 それから金曜日ですね、夜、京築地区の小学校の校長の研究大会があって、それに出

席いたしました。 

 それから６日は、１０時から青少年非行被害防止に取り組む行橋市推進大会がコスメ

イトでございまして、それに参加をいたしました。 

 ８日は、ただいま教育委員会があっております。この後、午後にハーフマラソンの実

行委員会があります。 

 ９日は、定期学校訪問がありまして、蓑島小学校です。午後、教育事務所の人管の訪

問があります。それから夜ですけども、日産自動車の役員と懇親会があります。 

 １０日水曜日、令和６年度の教育委員会と語る会、小学校の家庭教育委員との話し合

いがあります。 

 １１日木曜日は、校長人事評価の計画段階のヒアリングを１１、１２の２日間かけて

行います。各小中学校１７校の校長です。 

 それから、１３日は市民大学の閉校式がございます。 

 １６日火曜日は庁議があります。１７日、令和６年度教育委員会と語る会、これは中

学校の家庭教育委員との話し合いがあります。 

 １８日が教育長会議、これは豊前の教育事務所であります。１９日は書いておりませ

んが、７０周年記念の謙澄の漫画本を出しますが、その打ち合わせに行きます。 

 それから、２０日土曜日が人権講演会。 

それから、飛びまして２６日金曜日に定例校長会がございます。 

 ２７日は、連歌講座の開校式。そして子ども議会のリハーサルがあるようになってい

ます。 

 ２９日、第４回の教科書採択協議会がございます。 

まだ、お諮りしておりませんが、３０日にちょっと臨時の教育委員会を開かせていた

だくことになろうかなと思います。これは中学校の教科書採択に係る内容であります。 

 以上が予定となります。 

何か御質問がありましたら、お受けしたいと思います。 

（「ありません」の声あり） 
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なければ、教育長事務報告を終わらせていただきます。 

３.議事 

（１）議案第２６号 行橋市教育委員会の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価の実施に係る自己評価について 

〇教育長 山田英俊君 

続いて、議案第２６号 行橋市教育委員会の教育に関する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価の実施に係る自己評価についてです。 

 まず、点検及び評価の概要と、外部評価シートⅠからⅡについて、教育総務課より説

明していただきます。 

 続いて、外部評価シートⅢ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務の重点施

策ごとに、担当課より説明していただき、委員の皆様より御意見をいただく流れで進め

ていきたいと思います。 

 それでは、教育総務課から説明をお願いします。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

 教育総務課から御説明させていただきます。 

 まず、別にお配りしました資料の評価報告書の３ページをお開きください。１ 教育委

員会評価について、を御覧ください。 

教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定に基づき、

委員会が実施をいたします教育に関する事務の管理及び執行の状況につきまして、毎年、

前年度の内容を自己点検し、その後、外部評価委員会により評価をいただきまして、そ

の結果を議会に提出するとともに公表しなければならないこととなっております。 

 今回、４月中旬に教育部長、各担当課で協議のうえ、事務局としての自己評価を行い

ましたので、この自己評価結果に対しまして、教育委員の皆様からの御意見をいただき

たいと考えております。 

 そして、本日いただきました御意見を反映したものを本市教育委員会の自己評価とし

て、これをもって８月７日水曜日に予定しております、外部評価委員会による外部評価

を経て取りまとめた、点検及び評価報告書を９月に議会に報告し、その後、ホームペー

ジで公表することとしております。 

 続いて、２ 点検及び評価の対象でございますが、令和５年度中の教育委員会としての

活動及び事務執行分が今回の評価対象となっております。ただし、この報告書案ですね、

７ページから９ページにありますシートⅠ、教育委員の活動、及びシートⅡ、教育委員

会が管理・執行する事務につきましては、活動状況・実施状況のみを項目ごとに記載を

しており、評価の対象としておりませんので、確認のみとさせていただき、ここでの説

明は割愛させていただきます。 
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 続いて、４ページの３ 点検・評価の詳細についでございます。 

ここについては、第２期教育振興基本計画、及び令和４年度行橋市教育施策に関する

重点的な取組の中で、整理、体系化した４つの目標、６つの基本的方向、１７の施策を

もとに、それぞれの施策ごとに実施する重点取組の進捗状況による点検・評価を行って

まいります。 

 この点検・評価にあたっては、先日の４月の定例教育委員会におきまして、令和６年

度の重点的な取組を御説明した際に、各重点取組に掲げた数値目標の令和５年度の実績

と評価について、既に触れております。ですので、本日の御説明では、若干重複する点

もあると思いますが、御了承いただきたいと思います。 

 この体系図の一番右側にあります１７の施策と、５ページの表にまとめているように、

各施策を推進するために実施いたします重点取組を１つから複数項目定めているところ

です。今回この重点取組について、その達成に向けてＫＧＩとＫＰＩを用いた指標を設

定いたしまして、それぞれの目標値に対する令和５年度の実績を評価するとともに、成

果と課題、及び今後の対応をまとめております。 

なお、ＫＧＩ・ＫＰＩの目標値に対する実績評価については、６ページの上段を御覧

ください。評価基準として、〇 こちらは目標値を達成している。割合で言うと１００パ

ーセント以上となっております。 

次に、△ これは目標値を達成できなかったが施策の方向性としては順調に推移して

いる、または目標達成に向けて取組の改善が必要である、割合としては７５パーセント

以上１００パーセント未満としております。 

次に、▲ これは目標も達成できておらず、今後、目標達成に向けて取組の強化が必要

である、または取組自体に抜本的な見直しが必要である。割合としては７５パーセント

未満としております。 

最後に、―（バー） こちらは評価のための基準ではありませんが、コロナ禍の影響に

より実績値がないような場合であったり、実績値はあるんですが、割合だけでは単純に

評価ができない、すなわち評価に適さないものとしております。 

 点検・評価についての概要は以上でございます。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について、何か御質問等はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

 それでは、外部評価シートⅢ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務につ

いて、施策ごとに担当課から説明をお願いします。 

 まずは、施策１ 発達や学びの連続性を踏まえた就学前教育の円滑な持続の推進につ

いて。重点施策１－１を指導室から説明をお願いします。 
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〇指導室長 古城敬三君 

 それでは、１０ページを御覧ください。重点取組１－１ アプローチカリキュラム・ス

タートカリキュラムの整備について、説明いたします。 

 事業内容につきましては、発達や学びの連続性を踏まえた保幼小の円滑な接続を図る

ために、アプローチ・スタートカリキュラムの作成・充実や、保幼小研修会の開催、特

別支援教育アドバイザーの派遣を行うことです。 

 令和５年度のＫＧＩにつきましては、幼稚園５園、保育園１０園でアプローチカリキ

ュラムの作成、または年長の年間カリキュラムの充実を、小学校９校でスタートカリキ

ュラムの作成を行うことを目標としておりました。実績値としましては、幼稚園４園、

保育園９園、小学校全１１校で実施ができました。 

 アプローチカリキュラムにつきましては、保育園・幼稚園の園長会長の方に相談した

際、作成や充実については、今後研修や協議を重ねたうえで行うほうが良い、との話を

いただきましたので、実施数は増えておりませんが、小学校ではスタートカリキュラム

を全１１校作成しましたので、達成状況は〇にしております。 

 ＫＰＩにつきましては、保幼小連携研修会の開催数を目標値１０回としておりました

が、実績値が１０回だったため、達成状況は〇にしております。 

 また、特別支援教育アドバイザー派遣数も、目標値１９園、３８回に対しまして、実

績値は１９園、３８回だったため、達成状況は〇にしております。そして小学校就学前

相談会開催数も、目標回数１回に対して実績値も１回であったため、達成状況は〇にし

ております。 

 成果としましては、次年度入学予定の特に配慮が必要な子どもについての情報交換や、

特別支援教育アドバイザーによる適切な指導・助言を行うことができた点が挙げられま

す。 

 課題としましては、コロナ禍以降、保幼小の保育士・教員の交流が減少したため、意

見交換や保幼小の円滑な接続についての研修等が十分ではないということが挙げられま

す。今後は、保育士・教師同士で意見交換や研修の機会を増やし、アプローチカリキュ

ラムとスタートカリキュラムのより円滑な接続を図ってまいります。 

 説明は以上になります。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について、何か御質問、御意見はありませんか。 

 はい、尾崎委員。 

〇委員 尾崎環君  

 ちょっとお伺いしたいんですが、保育園と幼稚園がありますね。保育園だと保育園の

保育要領というか、幼稚園だと幼稚園教育の教育要領がありますよね。だから先生が先
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ほどおっしゃられたように、私立の保育園・幼稚園は、何か特色を出そうとして一生懸

命になられているんですけれど、そこら辺を統一して、小学校に上がる前のアプローチ

のカリキュラムはとても大事だと思うんですが、そこら辺の教育要領と保育要領は随分

レベルが違っているので、市のほうが、こういうことをしてほしいという、そういうア

プローチのことを提示するんですか。アプローチの内容についてというか、アプローチ

カリキュラムとありますけれど。 

〇教育長 山田英俊君 

 指導室長。 

〇指導室長 古城敬三君 

 各園ですね、私立でございますし、幼稚園・保育園の違いもあります。それから当然

各園それぞれの方針等も異なってまいります。ですので、市が統一して、こういうアプ

ローチカリキュラムにしようということは、園長先生方にも話したんですが、やっぱり

なかなか難しい状況でございます。ですので、今あるそれぞれの作成しているアプロー

チカリキュラム、または年長のカリキュラムがございますので、それを小学校に向けて

それぞれ充実していくということで考えています。 

 ですので、小学校のスタートカリキュラムについてですね、交流する場をとって、そ

れに向けて、それぞれの保育園・幼稚園が今ある、あるいは作成予定のアプローチカリ

キュラム、または年長の年間カリキュラムを充実させていくということで、話を進めて

いるところでございます。 

〇委員 尾崎環君 

 分かりました。勉強ばっかり一生懸命やっている幼稚園と、ダンスとかを一生懸命さ

れている幼稚園と、保育園は保育園で生活のほうが忙しいというところがあって、大変

だろうなと思います。ありがとうございました。 

〇教育長 山田英俊君 

 アプローチプログラムとスタートプログラムの接点というか、スタートは、要は小１

からスタートするということですよね。 

（指導室長「はい」の声あり） 

アプローチというのは、幼稚園から小学校にあがるにつれてのアプローチですよね。

そのことで小１プロブレムみたいなものをなくそうというのが目的ですよね。 

〇指導室長 古城敬三君 

 そうでございます。 

〇教育長 山田英俊君 

 ということは内容が重なっている部分が当然ありますよね。できたら、そのプログラ

ムを１回教育委員さんに見ていただいたら、はっきり分かるかと思います。 



7 

 

では、他に何か御質疑はございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようでありましたら、次にいきたいと思います。 

続いて、施策２ 確かな学力、豊かな心、健やかな体を育てる教育の推進についてです。

この施策は重点取組が３つありますので、順に担当課から説明をいただきます。 

 まず、重点取組２－１を指導室からお願いします。 

〇指導室長 古城敬三君 

 続いて、１２ページを御覧ください。重点取組２－１ 確かな学力の定着について説明

いたします。事業内容につきましては、各種学力調査の結果を分析し、学力向上につな

がる授業改善を図ることです。 

 令和５年度のＫＧＩにつきましては、全国学力・学習状況調査の国語、算数・数学の

平均正答率６７パーセントを目標値としておりましたが、目標値を超えることができて

おりませんので、達成状況は△としております。ＫＰＩにつきましては、県学力調査の

国語、算数・数学の平均正答率を目標値としていましたが、同じく目標値を超えること

ができませんでしたので、達成状況は△にしております。 

 成果としましては、実績値では△となっておりますが、同一集団で経年比較を見ると

上昇している学校もございます。また令和元年度から見ると小中学校ともに上昇傾向の

中の一服とみることもでき、教員不足が生じている中、各学校とも努力を続けていると

考えております。 

 課題としましては、特に学力層、Ｃ層・Ｄ層の児童生徒への指導、支援のさらなる充

実があげられます。今後は習熟度学習の工夫やＩＣＴの効果的活用、特にスタディログ

やデジタルドリルの活用を充実させ、学力向上につなげていきたいと考えております。 

以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について、何か御質問がありましたら、どうぞ。 

 桃坂委員、どうぞ。 

〇委員 桃坂克己君 

 課題のところで、漢字の書き取りとか計算の基礎基本のところで課題が見られたと。

ここ数年ＩＣＴを取り入れた教育ということで進められていますけれど、今までやって

きた教育とＩＣＴと、やっぱりそれぞれに向き・不向きというのがあると思うので、そ

こも改良していかないといけないのではないかと思います。 

 こういった課題が見られた原因というのは、少し考えられているんですか。 

〇教育長 山田英俊君 

 指導室長。 
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〇指導室長 古城敬三君 

 子どもがそれぞれ毎年違いますので、一概には言えないんですけれど、やはり毎年の

ように基礎基本の部分も十分とは言えない結果が出ているものもございます。これはや

はり学校の中で、なかなか補充をしたくても補充ができない。以前は昼休みとか放課後

もやっている時期もあったかと思いますが、今はやはりそういう別の時間が取れないと

いうこともありまして、その基礎基本の部分に当たる漢字や計算等を補充できる時間が

十分確保できていないという点も挙げられると思います。 

 また、家庭学習もそれぞれ工夫をされて学校はやっていると思うんですけど、十分で

きていないところもあると思いますので、授業の中に、単元の終わりに補充の時間を取

り入れるなどして、基礎基本に当たる部分の徹底を計画的に今まで以上にやっていく必

要があろうかと思います。以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 よろしいですか。 

〇委員 桃坂克己君 

 ありがとうございます。反復でやるという教育のところは、やはりどうしても時間が

かかるのかなと思いますので、その辺は学校ともよく連携をとってやっていただきたい

なと思います。 

〇教育長 山田英俊君 

 そうですね、反復すると、２回３回すれば、それだけ子どもに定着しますよね。でも

なかなか最近の子どもは、それを嫌がるんですよね。そういう傾向もあるかなと思うん

ですが、ＩＣＴをぜひ活用して、知らないうちに何か反復していたような、そういうこ

とも大事なのかもしれませんね。 

 ちょっと私も質問をいいですか。 

このＫＧＩでいくと、全国学力学習状況調査は、実績値があまり変わらず、評価は結

構いいですよね。で、ＫＰＩのほうが低いというのは、何かあるんですか。原因と関係

するのかどうか分からないけれど。 

 指導室長、どうぞ。 

〇指導室長 古城敬三君 

 これも確証があるわけではありませんが、全国学力学習状況調査は、御存知のように

６年生が受けるものです。ですので、事前に４年生の県のチャレンジテスト、それから

５年生の県学調を受けております。ですので、学校としましても基礎基本に加え、活用

等も徐々に学年が上がるごとに学習も取り入れているところと考えております。 

子どもも慣れがあると思います。この点につきましては、前年度、チャレンジテスト

を受けておりますが、経験も１回しかありませんし、高学年に向けて丁度５年生あたり
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から特に活用とかの力を入れていく学年等になっていきますので、ひとつは慣れていな

いというのもあると思います。以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 全国学力学習状況調査のときは、過去問をさせたりしますよね。同じようにされると、

ＫＰＩの所も良くなっていくのかもしれません。ぜひ、またそういうかたちでお願いし

たいと思います。 

 はい、尾崎委員、どうぞ。 

〇委員 尾崎環君 

 一つ提案なんですけれども、私も辞める前に、よく不登校の子どもたちのお迎えとか、

家庭に行くことが多かったんですが、今お母さん方も働きに行って共働きの家庭が多い

ですよね。そうしたときに、本がないお家、それから時計もデジタルなんですよ。大き

なデジタルがあって、お母さん、丸い時計はないんですか、というふうに聞くと、えっ、

だって丸い時計を見るのは読むのが面倒くさいから、ということで、そういう家庭を拝

見することが多かったんです。お母さんのほうに、丸い時計だと、あと何分でという計

画的な行動もできるし、角度も関係あるんですよ、ということをお話して、百均の時計

でもいいですから丸い時計を１個置いていただけますか、というふうにお願いしたこと

が何回かあったんですよ。 

 それから、本もそうなんですけど、今お母さんたちは忙しいから、読み聞かせとか言

葉に触れる機会というのが、子どもたちに提示していないし、それがどれだけ大事かと

いうことも、あまり自覚していないと思うんですね。だから保健所の乳児健診の時など

に保健師さんのほうから、お母さんが話し掛ける、お父さんが話し掛ける、本を読んで

あげるということがとても大事ということを、保護者を通して啓発することが要るんじ

ゃないかなと思うんです。 

 昔は、結構お母さんたちが家にいて、子どもたちの世話というのが一般的な家庭だっ

たんですけれど、今はもう、それは通用しないと思うので、そこら辺をもう少し２、３

歳児もターゲットに入れていただいたらどうなのかなというふうに思っています。 

以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 御意見ですね。 

（尾崎君「はい」の声あり） 

〇教育長 山田英俊君 

 では以上でよろしいですか。 

 𠮷兼委員、どうぞ。 

〇委員 𠮷兼法子君 
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 学力がなかなか上がらないという原因の分析をする必要があると思うんですけれども、

いま尾崎先生が言われたことも一つのアイデアだと思いますが、事業の方針の中に２つ

挙げられていて、１つが小中教務主任担当者に対して共通理解を図ることと、もう１つ

が個別最適化された学習支援の在り方について授業づくりの改善を図ると、２つ挙げら

れていますが、これの実施状況については、どうだったんでしょうか。お願いします。 

〇教育長 山田英俊君 

 指導室長、どうぞ。 

〇指導室長 古城敬三君 

 授業づくりの改善については、正直申しますと、把握はできておりません。 

それぞれ学校は校内研修、それから校内研修以外の学力向上に関する取組、授業改善

を行っております。ですので、それについて当然ＰＤＣＡサイクルを回していくなかで、

中間での評価、改善、そして年度末の評価、次年度に向けてということは行っておりま

すが、すみません、教育委員会として全部を把握しているわけではございません。 

〇教育長 山田英俊君 

 𠮷兼委員。 

〇委員 𠮷兼法子君 

 それだったらＫＰＩの中に１つの項目として、授業づくりの改善が１つの評価指標に

なると思いますので、この中に入れて客観的な評価をしていくほうが効果的ではないか

なと思います。意見です。 

〇教育長 山田英俊君 

 ちょっと数値化が難しいかもしれませんが、何とか工夫してお願いしたいと思います。 

〇委員 𠮷兼法子君 

 定量化できないところを定量化していくという一つの工夫だと思います。 

〇教育長 山田英俊君 

 分かりました。 

いいですか、指導室長。 

〇指導室長 古城敬三君 

 御意見、ありがとうございます。ＫＰＩが現在、県学調の正答率になっておりますの

で、これもちょっと取組が目標数値になっておりますので、ことしは中間の年というこ

とで変更も考える年になっておりますので、ここは、いま御指摘をいただきましたよう

に、なかなか統一してこれをやりましょうという取組を挙げることは難しいかもしれま

せんが、取組という視点で幾つか挙げて、その達成状況について把握していけるように

してまいりたいと考えていきたいと思います。以上です。 

〇教育長 山田英俊君 
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 では、よろしくお願いします。 

他にはよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

よろしければ、重点取組２－２を、防災食育センターから説明をお願いします。 

〇防災食育センター長 木村君彦君  

 重点取組２－２ 食を通じて子どもを育てる学校給食事業について、１４ページをお

願いいたします。 

 目標の指標の点検・評価についてです。昨年９月から１１月に行った事業、小学校３

年生２３クラスでの児童アンケートにおける取組んだ学習の満足度は８９パーセントと

目標の指標を達成いたしました。ＫＧＩ・ＫＰＩ共に達成状況は〇でございます。 

 課題については、栄養教諭は、給食管理にかかる時間を割り当て、学級の担任との打

ち合わせを行っています。そのことから、時間や人員の不足が課題となっているところ

でございます。 

 今後の対応については、衛生管理を徹底した適切な給食運用を図るため、衛生管理研

修を開催し、衛生管理対策を行ってまいります。またロイロノートを活用した授業によ

り、児童が興味を持って参加することができることから、引き続きＩＣＴを活用した授

業に行っていくよう取組んでまいりたいと考えております。 

 重点取組２－２については、以上でございます。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりましたが、何か御意見、御質問はございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようにありますので、重点取組２－３ アレルギー対応給食事業について、防災食

育センターから説明をお願いします。 

〇防災食育センター長 木村君彦君 

 次に、重点取組２－３ アレルギー対応給食事業について、１５ページをお願いします。 

 目標指標の点検・評価についてです。アレルギー対応、給食における誤配・誤食の事

故件数は０件であります。新規採用教職員を対象としたエピペン実習研修会の参加率は

９５パーセントであり、未受講の１名は体調不良によるもので、令和６年度、今年度に

受講していただく予定としています。達成状況は、ＫＧＩは〇、ＫＰＩは△です。 

 課題については、アレルギー食対応申請児童生徒数は、過去一番の対応数となってい

る中、代替食の対応の食材について種類を限定し、同種のものはまとめた対応とするこ

とで、各チェック項目の複雑化を避けることにより、事故防止対策に取組みながら、防

災食育センターで対応できる食数等について再検討してまいります。 

 今後の対応については、食物アレルギー対応検討委員会において、学校給食における
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食物アレルギー対応に関する課題を整理し、対応の充実を図ります。エピペン実習研修

会については、エピペンを実際に使えることを意識した内容を心がけ、学校における緊

急時の判断と対応に備えるよう努めてまいりたいと考えております。 

 ２－３については、以上でございます。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりましたが、この件について何か御意見、御質問はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

なければ、私からちょっといいですか。エピペンの管理は、どういうかたちでやって

いますか。学校で起こりますからね。 

〇防災食育センター長 木村君彦君 

 学校で管理をしています。ただ、夏はちょっと暑くなるので、冷蔵庫で管理したりと

いうこともあったと思いますが、学校で、管理しています。 

〇教育長 山田英俊君 

 保管の場所は。 

〇防災食育センター長 木村君彦君 

 職員室であるか、もしくは保健室、どちらかで管理されているようで、学校によって

まちまちです。 

〇教育長 山田英俊君 

 分かりました。ありがとうございました。 

続いて、施策３ 持続可能な社会のための学びの展開についてです。この施策は、重点

取組が２つありますので、順に担当課より説明していただきます。 

それでは、重点取組３－１を教育総務課からお願いします。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

 重点取組３－１ グローバル教育の充実についてです。１６ページをお願いします。 

 この重点取組では、ＫＧＩを中学校３学年時点において英語力が備わっているかとい

う点を見るために、英検級レベルが３級以上の中学校３学年生徒の割合としております。 

これは中学校３学年を対象に毎年実施されます、英検ＩＢＡテストにおいて測定をす

るものでございまして、令和５年度の目標値、すみません、資料は５０パーセントにな

っていますが、６２パーセントの間違いですので、訂正をお願いします。申し訳ござい

ません。この目標値６２パーセントに対しまして、実績値が３５．５パーセントという

結果でしたので、達成状況は▲となります。 

 成果と課題についてです。 

まず、成果につきましては、授業以外の取組にはなりますが、例年夏休み期間に実施

をしております小学生英語教室について、参加人数については目標が達成できませんで
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した。しかし参加者のアンケートにおいて、３７名中３２名が楽しかった、と回答して

おりまして、また２８名がとても勉強になった、と回答している点は、評価できるので

はないかと感じたところでございます。 

 また、中学校国際交流事業を、令和元年度の派遣以来、４年振りに再開をいたしまし

た。１０人の募集人数に対しまして５１人の応募があり、関心の高さが伺えました。生

徒たちは事前研修、ニューヨークでの研修及び事後研修を経まして、これからの人生に

とって非常に良い経験ができたのではないかと思っております。 

 課題といたしましては、小学生英語教室などのイベントを実施しているものの、参加

者が定員に達していないこと、参加した児童においても、周りに勧められて参加した児

童がほとんどで、自主的に参加した児童が少ないという状況でございます。また、先ほ

どのＩＢＡテストの結果では、分野別の結果も出ておりまして、その結果によりますと、

語い・熟語・文法というカテゴリとリスニングについては一定の水準があるんですが、

読解、長文を読み解く力が弱いということが分かっております。 

 今後の対応についてでございますが、小学生夏休み英語教室などの教育委員会が主催

するイベントにつきましては、参加者を増やすため、より参加したいと思ってもらえる

事業内容への変更を検討してまいります。また、先ほど課題にありました読解力を伸ば

すために、具体的に小学校や中学校で何をするべきか、読解力を付ける方法についても

検討が必要だと感じております。 

 中学校国際交流事業につきましては、議会での指摘も踏まえまして、検討を重ねて、

次回の派遣事業の実施を目指してまいりたいと考えております。以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この点について、何か御意見、御質問はありましたら。 

𠮷兼委員、どうぞ。 

〇委員 𠮷兼法子君 

 ＫＧＩの結果があまり良くないということですが、先ほどと繰り返しになりますが、

事業の方針の中の３つ目と最後の４つ目の中身について記載されていないので、お聞き

したいんですが、小学校外国語科授業づくり研修会を実施して、小中連携を図って小学

校の授業力を高めるという、その内容の実施状況と、それから５つ目の英語科の教員と

意見交換を継続的に行いという、その辺のところの実施状況を教えてください。 

〇教育長 山田英俊君 

 教育総務課長、どうぞ。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

 まず、小学校外国語科授業づくり研修会、この研修会については行っていただいてい

るんですけれども、そういったところに中学校の教員も入ってやっていると聞いており



14 

 

ます。 

 ただ、やはり小学校に関しては、以前から言っておりますが、なかなか英語教育が途

中から入ってきて、ＡＬＴに頼っている先生も中にはいるんじゃないかという部分は感

じているところです。小学校の先生に、急に英語の授業を、中学校の先生みたいにハイ

レベルにしてくださいというのも、なかなかそこは難しいと思うので、そこは実際にそ

ういった研修会を通じて、小学校の先生にも英語の授業をしっかりやっていただく、ス

キルを上げていただくというところを教育委員会としてもやっていかないといけないの

かなと感じているところでございます。 

 一番下の先進自治体の情報というのは、まだ十分に収集できておりません。それで英

語科の教員との意見交換という部分については、昨年度、英語のリーダー的存在の中学

校の先生もいらっしゃるので、そこに担当の係長が聞き取りというか、どういったかた

ちでやっていったほうがいいですかね、というふうに、まだしっかりとした意見交換は

できていないんですが、これも徐々に山田教育長が来られて、そういうのもやっていか

ないといけないというふうに認識はしているところです。以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 ありがとうございます。 

 𠮷兼委員、どうぞ。 

〇委員 𠮷兼法子君 

 意見ですが、教育委員会主催のイベントの開催も、もちろん大事ですけど、英語力を

付けるためには、やっぱり英語の授業を改善していく必要があると思うので、ぜひその

辺のところをお願いしたいんですが、先日の定期学校訪問で今元小の素晴らしい英語の

授業を見ましたよね、あんな授業が各小学校に広がっていったらいいと思うし、また仲

津中学校の英語の授業も素晴らしかったので、ぜひ中学校の英語の先生との意見交換を

進めていただきたいと思っています。お願いします。 

〇教育長 山田英俊君 

 小学校に英語が入るときは、小学校の先生は本当に大変だと思いました。それから１

０年くらい経って、もう入ってしまっているというか、もうやらざるを得ないようにな

ってですね、やはり教育委員会としては、小学校のＡＬＴを増やしたり、あるいはいろ

んな教材を揃えてあげて、やっぱり授業がやりやすい、そういう環境をつくっていかな

いといけないのかなと。 

いま課長が言われる通りで、できたら教育委員さんたちにも、そういった先進の地域

を１回見学に行ってもらったらいいかなと、去年ちょっと中止になったみたいですから、

そこはまた計画をしていただこうと思いますので、その時はよろしくお願いします。 

他にありませんか。 
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 鬼頭委員、どうぞ。 

〇委員 鬼頭良典君 

 ＫＧＩが英検の３級以上というところですが、受検率って、どうなんですか。そもそ

もどのくらいが英検にチャレンジしているのかということですが。 

〇教育長 山田英俊君 

 教育総務課長、どうぞ。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

 これは英検とは直接関係ないのですが、ＩＢＡテストというのを県がやってくれてい

まして、自主的に受験するというかたちではなくて、ほとんどの３年生が、特に体調不

良とかではない限りは受検をしています。自主的に受けている、英検の３級を取る、準

２級を取るというところは、教育委員会としては、そこは把握していないんですが、こ

こにあげているＫＧＩに使っているＩＢＡテストというのは、ほとんどの中学３年生が

実施日を決めて受検しているという状況でございます。 

〇委員 鬼頭良典君 

 ありがとうございます。 

〇教育長 山田英俊君 

 よろしいですか。 

桃坂委員、どうぞ。 

〇委員 桃坂克己君 

 １点いいですか。先ほどの𠮷兼委員のところと関連するんですが、ＫＰＩの一番最後

の活動、授業が楽しいと感じている児童生徒の割合。小学校の場合、これを上げるのが

一番効果が出てくるのではないかと思います。 

私も海外に行っていて、子どもさんを連れている家庭などは、子どもさんが一番最初

に覚えていく、我々は頭が固いのでなかなか覚えていかないんですが、そういうことも

あるので、特に小学校は、ここに重きを置いてやってほしいなと感じます。 

〇教育長 山田英俊君 

 教育総務課長。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

 いま委員が言われたことが本当に大事だなと思っていて、だから英語に触れるタイミ

ングをもっと低年齢化させるべきかなというのもあって、国もそれが分かっているから

こそ、小学校３年生から外国語活動として年間３５時間というのが決められているとい

うところですし、行橋市としては、そこのもうちょっと低い年齢の１年生からＡＬＴと

触れ合う場面をつくってきたと思っています。 

 先ほど教育長が言われたように、行橋市はＡＬＴを増やしていった経過があって、そ
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の効果として外国人の先生が学校にいることで、我々世代が外国人に対して、会った時

の拒絶反応というか、今の子どもたちって、もう見て分かるように、ＡＬＴの先生と躊

躇なくコミュニケーションをとっている。そのコミュニケーションをとること自体に、

たぶんハードルが下がってきている。それはもうＡＬＴを置いた効果の一つなのかなと

思います。 

さっき言った分野別の評価の中でも、これは逆にＡＬＴが入ったことによる、一方で

弊害なのかなというのはありますけども、自分たちが一生懸命やっていた受験英語の長

文を読み解く力というのが逆に数字としては下がっている、その代わり語いとかリスニ

ングとか、発音とか、そういったところは、今度は逆に力がついていっているので、全

体的に上げていくのが一番いいでしょうけども、なかなかこっちがうまくいくと、ここ

が下がってくるというところがあるので、全体として上げていくというのが、今後の英

語の授業とか英語力を上げていく課題なのかなと思っています。 

〇委員 桃坂克己君 

 よろしくお願いします。 

〇教育長 山田英俊君 

 ありがとうございました。 

 他には、いいですか。 

（「はい」の声あり） 

 それでは、続いて３－２を、教育総務課から説明をお願いします。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

 それでは、重点取組３－２ 小中学校におけるＩＣＴ教育の推進についてです。 

この重点取組では、ＫＧＩを児童生徒が主体的にＩＣＴを活用する学習形態が推進さ

れているかという点を見るために、ＩＣＴを活用した授業が楽しいと感じている児童生

徒の割合としております。令和５年度の目標値８５パーセントに対して実績値は９２パ

ーセントという結果でしたので、達成状況は〇としております。 

 成果と課題についてですが、まず成果としては、学校におけるＩＣＴ教育の推進にあ

たって、重要なポイントの一つが学校長を含む管理職の意識改革であると考えているこ

とから、昨年度は副校長・教頭研修会におきまして、大学教授の専門家の先生の講話を

聴く機会を確保いたしました。また学校の情報化に関する客観的な根拠となる学校情報

化優良校認定の申請を行橋南小で行っていただきまして、本市の第１号として、令和６

年３月末に認定をされたところでございます。 

 課題としては、ＩＣＴの活用について、教員に意欲があっても、新たなことを学んだ

り自己研鑽に努める時間的余裕がないことであり、どうすればその時間を生み出すこと

ができるのかということが課題ではないかと考えております。これは働き方改革として、
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学校側が主体的に検討・実施することも必要ですが、教育委員会が主導で実施できるも

のがないのかということを検討することも必要ではないかと考えております。 

 また、ソフト面での活用の推進を図るうえで、前提となるＩＣＴ環境のハード面の整

備について、特に教員の業務効率化にいわゆるタブレット端末や校務用パソコンのスペ

ック、有線になっておりますので、そのことによる時間・場所の制約、ネットワークセ

キュリティの確保等々が課題となっております。 

 今後の対応についてでございますが、先ほど言いましたように行橋南小が学校情報化

優良校の認定がおりましたので、これを南小に続けて市内全校において認定を今後目指

してまいります。また大規模なＩＣＴ機器の更新、学校ネットワークの再構築、印刷環

境の整備につきましては、学校の意向や現場の状況を確認しながら、令和５年度から令

和７年度にかけて確実に事業の遂行を目指してまいります。以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりましたが、この件について何か御意見、御質問はございませんか。 

 𠮷兼委員、どうぞ。 

〇委員 𠮷兼法子君 

 また同じような視点で質問させていただきますが、事業方針の１番目に、主体的、対

話的で深い学びの視点に立ちＩＣＴ機器の効果的な利活用を含めた授業改善の推進をす

る、これがまさに学力向上の一丁目一番地だと思っているんですね。それに対しての実

施状況、もしかしたら指導室のほうかもしれませんけれども、教えていただきたいと思

います。 

〇教育長 山田英俊君 

 教育総務課長。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

 いま𠮷兼委員が言われた授業改善の推進ですけれども、これも数値化して教育委員会

としてどういうふうにやっているのかというのを把握しているという考え方ではなくて

ですね、こういった授業の方針を掲げている、この部分をしっかりと管理職であるトッ

プの校長に理解をしてもらって、そこをしっかりと、組織なので階層別に一教員まで、

同じ考え方を持っていただくというのが、教育委員会の務めなのかなと思っております。 

 これは、令和２年のＧＩＧＡスクール構想が入ったときから、再三、校長会を通じた

り指導室がしていただている研修会を通じて、やはりそこはしっかり発信をしていく。 

先ほど言ったように専門家の話を聴く機会を設けることで、今の国の動きであったり、

このＩＣＴ教育の推進についての柱となる考え方は何なのかというところを、しっかり

と理解していただくというのが教育委員会のやるべきことかなと思っているところなの

で、いま御質問のあったように授業改善をどうやっていくかというところを、全て我々
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が学校ごとに把握している状況ではないというところで御理解いただければと思います。 

〇教育長 山田英俊君 

 𠮷兼委員、どうぞ。 

〇委員 𠮷兼法子君 

 校長を通して各学校に浸透させていくという、それはその通りだと思いますが、やは

り教育委員会として服務監督という面からも、どのような実施状況にあるのかというと

ころを把握しておくべきかなと思いました。以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 他に何かありませんか。 

 尾崎委員、どうぞ。 

〇委員 尾崎環君 

 質問ですが、タブレット端末を、もう本当に各個人に配付していただいているという

のは、すごいことだと思って感謝しています。そのタブレット端末の中に、いろいろ反

復できるようなアプリなどは、各個人で取り込みが、できないんですか。 

〇教育長 山田英俊君 

 教育総務課長。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

 様々なアプリをいろんな会社から無料版・有料版を含めて、市場に出ています。各学

校で学年単位であったり、担任レベルでもいいんですけれど、こういったアプリが自分

たちの授業であったり、その他の活動の中で必要であれば、学校長を通じて教育委員会

に申請をしていただいて、そこでアプリが、ゲーム性があるか、ないかという視点でチ

ェックをさせていただいて、これはいいだろうということであればアプリのダウンロー

ドの許可を出すという方法を取らせていただいています。 

ここのアプリに関しては、学校でたぶんいろいろと差が出て、全く同じものを統一し

て入れているというわけではないので、ただ、後でも出てきますけども、デジタルドリ

ルであるといったものは、市として同じものを全校で入れていくというようなことで、

教育委員会として統一しているものと、各学校で実情に応じて使うものという２つがご

ざいます。 

〇委員 尾崎環君 

 分かりました。とっても使い勝手がいい、反復練習ができるものや地図のアプリとか、

何か本当によくなっていて、例えば愛媛県の所に、上のほうに県の形があって、それを

指で持ってくると、違っていたらピンと跳ねますけど、そういうのがたくさんあって感

心するというか、漢字の書き順もなぞっていけばいいようなものもあるし。 

 それから（１）のところの、目標指数の点検評価のところなんですが、一番下の授業
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でＩＣＴを活用することにより学習の理解度が上がったと感じている児童生徒、ここは

何か子どもの側に立ったときに、評価するのが難しいんじゃないかなと。あなたは上が

ったと思いますか、と言っても、比較するものがないから、この質問は、上がってはい

るんだろうと思うんですよね、８９パーセントもあって本当にいいと思うんですけれど、

ちょっと回答が難しいかなと感じました。 

 それと、先ほどおっしゃられたように、教員が全て、音楽も教え図工も教え、英語ま

で入ってくるという、一人の人間が、それだけの対応がなかなかできにくいと思うんで

すね。私もＡＬＴの方と一緒に英語の授業に入っていったことがあるんですが、自分で

は、そのときに覚えていたとしても、その次の時間になると忘れる。でも子どもたちは

しっかり覚えていて、パソコンもそうですけれど、もうがんがん成長していきますよね。 

 ５年生以上とか４年生以上とか、ちょっと担任の教科担任制的なところが取り入れら

れないのかなと思うんです。 

 英語もしっかり４５分というのも大事なんですけど、１５分の幅、１５分あれば、も

うがんがん英語を聞かせる、毎日聞いたほうが、効果があるのではないかなという気も

して、学校の時制の在り方も考えるべきだという、これは一つの意見なんですけれども、

以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 文科省も小学校の専科というのを考えているようですけど、なかなか導入が増えてい

かない。それが進めば中学校の英語科の教員が小学校で教えるみたいなことが・・。 

〇委員 尾崎環君 

 ６・３制も１００年近く、これが続いていっていいことはないと思うんですよね。や

っぱり発達状況にあわせて学年を編制するというか。言っても仕方がなかったんですが、

こんなふうに感じています。 

〇教育長 山田英俊君 

 ありがとうございました。 

 桃坂委員、どうぞ。 

〇委員 桃坂克己君 

 ちょっと関連でいいですか、先ほど各学校でアプリを入れているという、そこの良か

ったものを共有化するという場面を取り入れたらどうなのかなと。うちの学校はこれを

入れて良かったよというようなことを市内の学校で入れていって、それが良ければ共有

化していけば、どんどん発展していくのかなと思いますが。 

〇教育長 山田英俊君 

 そこら辺は指導室長がよく分かっているので、教科部会とかがあるでしょ。学校で教

科部会とかがあるので、そこで広げるとかがあっているんじゃないですかね。 
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〇委員 桃坂克己君 

 何かもったいないですよね。 

〇教育長 山田英俊君 

 指導室長。 

〇指導室長 古城敬三君 

 年６回、学力向上ＩＣＴ研修会もありますし、校長会も毎月ありますので、良かった

アプリ等があれば、そこは当然共有していくと、より効果的、効率的かなと思います。 

ありがとうございます。 

〇委員 桃坂克己君 

 検討のほう、お願いします。 

〇教育長 山田英俊君 

 では、次にいきたいと思います。 

 施策４ 特別な支援が必要な児童生徒に対する教育の推進で、重点取組４－１を指導

室からお願いします。 

〇指導室長 古城敬三君 

 それでは、２０ページを御覧ください。重点取組４－１ 特別な支援が必要な児童生徒

に対する支援の強化についてです。内容につきましては、教育支援委員会を開催するこ

とや、すくすく教室特別教育支援アドバイザーを派遣することです。 

 ＫＧＩにつきましては、教育支援委員会後の保護者アンケートによる特別な支援が必

要な児童生徒に対する支援への満足度が９０パーセントとしておりましたが、実績値は

９１パーセントであったため、達成状況は〇としております。 

 ＫＰＩにつきましては、教育支援委員会の開催回数を定例で１回、臨時で１４回を目

標値としておりましたが、実績値は定例で１回、臨時で１３回であったため、達成状況

は〇にしております。また、すくすく教室特別支援教育アドバイザーの派遣回数を年間

１００回程度としておりましたが、実績値で１４０回であったために、達成状況は〇と

しております。 

 成果としましては、教育支援委員会を多数開催し、様々な課題を抱え特別な支援が必

要な児童生徒に対して、実態に応じた学習・生活の環境を提供するための適切な判定を

行えたことが挙げられます。 

 課題としましては、今後、教育支援委員会への申請が増加することが予想されるため、

安定的に開催を行っていくことが必要となります。そこで今年度からは、教育支援委員

会を定例６回とし、毎回安定的に医師等の出席を確保するとともに、医師等への負担軽

減を図ってまいります。説明は以上です。 

〇教育長 山田英俊君 
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 説明が終わりましたが、この件について何か御意見、御質問はございませんか。 

 鬼頭委員、どうぞ。 

〇委員 鬼頭良典君 

 質問ですが、ＫＰＩの教育支援委員会の開催回数の１２５名というのは、何の人数で

しょうか。 

〇教育長 山田英俊君 

 指導室長。 

〇指導室長 古城敬三君 

 これは、教育支援委員会に申請して、かけた児童生徒の数でございます。 

〇委員 鬼頭良典君 

 何かちょっと明記したほうが、知らない人から見ると分かりやすいかなと思います。 

〇指導室長 古城敬三君 

 分かりました。 

〇教育長 山田英俊君 

 これは支援委員会というのは、特別支援学級に入るか、入らないかという、そういう

会議にかかったということですよね。 

〇指導室長 古城敬三君 

 そうですね、特別支援学級に入る場合と、それから通常学級に戻る場合の両方がござ

います。 

〇教育長 山田英俊君 

 分かりました。ありがとうございました。 

 他にはありませんか。 

𠮷兼委員、どうぞ。 

〇委員 𠮷兼法子君 

 課題のところに、アドバイザーの増員ができていません、とありますが、いま１人で

すよね。早急に人材確保していく必要があるんじゃないかなと思っています。 

〇教育長 山田英俊君 

 アドバイザーは、どなたですか。都留先生ですか。 

〇指導室長 古城敬三君 

 現在、都留先生、あと小関先生も検査等で多数の学校に行っております。 

〇教育長 山田英俊君 

 いま髙橋先生は関わっていないんですか。 

〇指導室長 古城敬三君 

 髙橋先生も教育支援委員会に来ていただいていますが、通常は小関先生と都留先生が



22 

 

相談活動をやっております。 

〇教育長 山田英俊君 

 なかなか学校での検査の件数も多いですし、大変な状況のようです。では、そこはよ

ろしくお願いします。 

 続いて、施策５の教職員の資質と実践的指導力の向上について、取組５－１を指導室

からお願いします。 

〇指導室長 古城敬三君 

 では、２１ページをお願いします。重点取組５－１ 教育研究・教職員研修の充実につ

いてです。事業内容につきましては、学力向上や不登校、若年教員研修等、学校や教職

員の実態にあった研修を行うことや、不祥事防止研修の確実な実施と充実を図ることで

す。 

 ＫＧＩ・ＫＰＩの説明に入る前に、数字の修正がございます。 

まず（１）目標指標の点検・評価の表の中の、外国語授業づくり研修会の目標値は、

年１回ではなく年２回に修正をお願いします。もう１箇所ございます。２２ページを御

覧ください。上から３行目、学力向上・ＩＣＴ研修の回数の目標値のところは、１０回

以上１７０名参加となっておりますが、１２回以上２００名参加と修正をお願いします。 

そしてその隣、実績値ですが、ここを１２回以上、実績は２２６名参加、と修正をお

願いします。お手数おかけして申し訳ありませんでした。 

 では、説明をいたします。もう１回、２１ページに戻ります。 

 令和５年度のＫＧＩにつきましては、保護者アンケートにおける教師の信頼度を指標

としております。保護者に対し先生を信頼している、や、先生は相談に応じてくれる、

などのアンケートを年２回実施し、満足度を７５パーセントとしておりましたが、実績

値は８１パーセントであったため、達成状況は〇としております。 

 ＫＰＩにつきましては、指標に示しております教育委員会主催の研修会について、開

催回数及び参加者数の目標を概ね達成することができておりますので、達成状況はそれ

ぞれ〇としております。 

 成果としましては、各研修会において、職務内容やキャリアステージに応じた研修を

行えたことが挙げられます。 

課題としましては、研修内容のさらなる充実が挙げられます。今後は研修会後にアン

ケートを実施し、対象者により高いニーズに応じた内容へと研修を充実、改善してまい

ります。以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について、何か御質問等はありませんか。 

 𠮷兼委員、どうぞ。 
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〇委員 𠮷兼法子君 

 ＫＧＩの保護者アンケートですが、これは、どのようなアンケート調査だったんでし

ょうか。 

〇教育長 山田英俊君 

 指導室長。 

〇指導室長 古城敬三君 

 これは学校評価の中に入っているものを活用させていただいております。 

〇委員 𠮷兼法子君 

 各学校の学校評価を集計したということですか。 

（指導室長「はい」の声あり） 

〇教育長 山田英俊君 

 他にはありませんか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

では、ないようですので、次に、施策６の学びを支える教育環境づくりの推進につい

て、重点取組６－１を学校管理課から説明をお願いします。 

〇学校管理課 井上尚史君 

 では、２３ページをお願いします。重点取組６－１ 安全かつ快適な教育環境づくりに

ついてでございます。この重点取組における目標指数ＫＧＩ、児童生徒への学校施設に

対する満足度は、学校が実施します学校評価アンケートではかっております。 

 資料の訂正をお願いしたいのですが、資料では目標値が９０パーセントとなっており

ますが、７１パーセントに修正をお願いします。 

 結果としましては、令和５年度の目標の７１パーセントに対しまして実績が９０パー

セントと、昨年度、令和４年度と同様に高い満足度を維持することができましたので、

達成状況については〇にしております。 

 次に、ＫＧＩの達成までの中間指標のＫＰＩになるのですが、こちらは学校施設の修

繕料の執行率をおいております。昨年、１１月に行橋中学校で施設の管理不備による事

故が発生したことを受けまして、全校での緊急の安全点検の実施と早急な修繕が必要と

判断した箇所についての修繕を行いました。そのため、当初の想定以上に費用が掛かり

ましたので、予算額に対する執行率１５０パーセントとなる結果となりました。 

 昨年度は、この事故発生により、想定以上に修繕経費を執行することになりましたが、

適切な実施ができたと考えまして、達成状況については〇としております。 

 次に、成果と課題です。成果としましては、この事故を受けまして、ピンチをチャン

スに、ではないですけれど、春休みから市役所内の建築政策課職員にも協力を仰ぎまし

て、学校管理課として安全点検を開始し、行橋北小、延永小、行橋中、長峡中の４校の
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安全点検を実施しまして、軽微な修繕とか応急的な復旧を実施しております。事故の再

発防止に努めるとともに、新たに発見した修繕箇所、積み残した箇所については、来年

度に向けた実施計画対象事業としまして、今後予算計上して対応してまいりたいと考え

ております。 

 次のページをお願いします。課題としましては２点ございまして、１点目が修繕や工

事の要求については多岐にわたりまして、知識不足や技術不足を我々痛感しております。

今後は職員のスキルアップに努めたいと考えております。 

 ２点目として、安全点検後に応急修繕などが発生しておりますが、建物自体の老朽化

というのが確実に進行しておりますので、これまでどおり体育館の長寿命化改修を実施

しながら、本校舎の長寿命化改修工事を確実に実施できるような計画の策定、また段取

りに注力しなければならないという点が課題かと感じております。 

 次に３、今後の対応としましては、今後も引き続き学校と連携をとりながら児童生徒

の安全を最優先として、軽微なものについては、学校また学校管理課のほうで対応しま

して、事業者のほうに発注する必要があるものについては、優先順位を明確にして対応

していきたいと考えております。説明は以上になります。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について、何か意見がありましたらお願いします。 

 桃坂委員、どうぞ。 

〇委員 桃坂克己君 

 建築政策課と、これは、学校と一緒にやられたんですか。 

〇学校管理課 井上尚史君 

 点検の際は、学校職員としては立ち会っておりませんでして、学校管理課職員と建築

政策課職員とで見て、建築政策課職員のほうから、こういう視点で安全点検をするのが

より効果的だよというアドバイスをいただきながら点検をした次第です。 

〇委員 桃坂克己君 

 できれば学校も参加してもらうと、その場で、こういったのは危険だねというのが分

かると思います。 

 後そこで出た不具合箇所については、やれる、やれないは別にして、きちんとあげて

いって、それに対して暫定はどうする、恒久的にどうするというのを明確化していくこ

とが大切だと思いますので、よろしくお願いします。 

〇教育長 山田英俊君 

 学校では、月１回の点検というのは、やっていますよね。それは報告があっています

よね。だから今回のことを通して、どうしてもやっぱり素人だから、見るところがまた

違うでしょうから、参考にして気を付けて学校管理をしていただくように。 
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〇学校管理課 井上尚史君 

 いま桃坂委員からいただいた意見で、学校のほうもなかなか参加できないというとこ

ろもあるんですけれど、今後予定しています安全研修等ですね、そういったところを個

別に出して、それの中で共有できるようなことはしてまいりたいと思います。 

〇教育長 山田英俊君 

 お願いします。 

 他にはいいですか。 

（「はい」の声あり） 

では次に、施策７の地域とともにある学校づくりの推進について、重点取組７－１を

教育総務課から説明をお願いします。 

〇教育総務課長 𠮷本康一君 

 重点取組７－１についてでございます。すみません、こちらも、まず資料の訂正をお

願いします。ＫＰＩの１つ目、学校運営協議会活動数ですけれども、こちら、地域学校

協働活動の数ということで修正をお願いします。申し訳ございません。 

 この重点取組では、ＫＧＩを地域とともにある学校づくりが推進され、協議会活動へ

の理解促進及び充実が図られているかという点を見るために、学校運営協議会による連

携・協働活動への参加延べ人数としております。これは、毎年度末に各協議会から提出

をされる運営状況報告書において測定するものでございまして、令和５年度の目標値、

１７校で１, ７００人に対しまして実績値は２, ３０１人という結果でございました。

達成状況は〇となっております。 

 成果と課題についてですが、成果としては、令和５年度においても行橋市コミュニテ

ィスクール研修会を令和６年１月に開催をし、学校運営協議会ごとに活動実績を報告す

るとともに、次年度の計画立案の参考にするための情報共有・意見交換を行いまして、

今後の活動の充実に資することができたと考えております。 

 課題といたしましては、学校運営協議会の設置というしくみづくりは完了いたしまし

たが、コロナ禍の影響や地域の実情が異なるために、活動内容や活動の頻度に学校間で

の差が徐々に見られることです。また、コミュニティスクール研修会での資料作成を通

じて、改めて感じたこととしては、学校運営協議会の役割や地域学校協働活動の内容が

まだまだ浸透していないということです。そして研修会の中で行ったグループワークで

も、そのような意見が出ておりまして、市民、特に保護者への周知が課題となっており

ます。 

 今後の対応についてですが、コミュニティスクールに関する制度や地域学校協働活動

の内容を市のホームページに掲載するとともに、併せて更新をした市ホームページに誘

導するような記事を、昨年度導入しました連絡アプリを活用して保護者へ配信し、認知
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度向上に努めてまいります。 

 また、学校運営協議会の役割や地域学校協働活動との関係など、制度面での理解促進

を図るために、各協議会での説明を行ってまいります。以上でございます。 

〇教育長 山田英俊君 

 このことについて、何か御質問などはありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようにありますので、ここで一旦休憩を挟みたいと思います。 

２０分から再開したいと思います。 

休憩 １０時１３分 

再開 １０時２０分 

〇教育長 山田英俊君 

 では、時間になっていますので、続けて説明をお願いします。 

 次に、７－２は重点取組９－１と重複するため、９－１で説明をします。 

 続いて、施策８ ライフステージに対応した生涯学習機会の提供について、重点取組８

－１を、生涯学習課から説明をお願いします。 

〇生涯学習課長 森雅代君 

 それでは、資料の２７ページ、重点取組８－１ 読書活動の推進についてでございます。 

この重点施策では、ＫＧＩを本館及び移動図書館車での１０代以下の図書貸出者率を

目標値２３．６パーセントとしておりましたが、実績値は１９．４パーセントでござい

ました。目標は達成できませんでしたが、目標の８割以上であることから、△としてお

ります。 

 成果と課題でございます。まず成果でございますが、リブリオ行橋来館者数は昨年度

より増加となりました。ブックスタート事業におきましては、４カ月児健診会場で受診

者全員に絵本を配布し、親子で本に触れる機会を設けることができました。また、子ど

も読書活動推進計画策定委員会を、昨年５回開催しておりまして、パブリックコメント

を実施後、３月に、令和６年度から１０年度の５カ年の計画における第４次子ども読書

活動推進計画の策定を行いました。 

 課題につきましては、リブリオ行橋の来館者数は、昨年度より増加しておりますが、

児童・生徒・学生の図書貸出者数が減少となりました。 

 ２８ページをお願いいたします。今後の対応としまして、リブリオ行橋で引き続き様々

なイベントを継続的に開催することで利用者満足度の向上にも力を入れていきます。 

また、第４次子ども読書活動推進計画の策定を踏まえて、読書活動の推進を行ってま

いります。以上でございます。 

〇教育長 山田英俊君 
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 説明が終わりました。この件で何か御意見がありましたら。 

（「ありません」の声あり） 

ないようでありますので、続いていかせていただきます。 

 施策９ 生涯学習のための環境・体制の充実について、重点取組９－１を生涯学習課か

ら説明をお願いします。 

〇生涯学習課長 森雅代君 

 それでは、重点取組９－１ 地域学校協働活動の推進につきましては、重点取組７－１ 

学校運営協議会の推進と共通でございますが、ＫＰＩについて、生涯学習課では、地域・

家庭をつなぐコーディネーターの役割を担います地域学校協働活動推進員、いわゆる地

域コーディネーターを市内小学校３校に設置する目標としておりましたが、２校での委

嘱となったため、達成状況は▲としております。 

 ２９ページになりますが、成果と課題でございます。 

成果につきましては、小学校２校に各１名ずつ、計２名の地域学校協働活動推進員の

配置を行うことができました。また、８月から３月までに地域学校協働活動推進会議を

６回開催し、地域学校協働活動推進員、及び学校と情報共有を行い、連携を図りました。 

 課題でございますが、推進員の方は研修に参加したり、推進会議で情報を共有し、地

域学校協働活動等についての知識を学んでいますが、配置してまだ８カ月のため、様々

な面で教育委員会からの支援が必要でございます。学校とも連携・情報共有し、学校・

地域へ地域学校協働活動の理解を得ることが課題となっております。 

 今後の対応といたしましては、地域学校協働活動推進員配置モデル校及び推進員と協

議、連携を行っていきます。また、引き続き地域学校協働活動推進員の方への研修や支

援を行ってまいります。以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件で何か御意見はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようでありますので、次にいかせていただきます。 

 続いて、重点取組９－２は、重点施策７－１の再掲となっております。複数の施策で

重点取組として設定しているもので、主たる施策以外で重点取組に設定しているものを

※の再掲と表記しています。そのため以降の再掲については重複しますので、説明を割

愛させていただきます。 

 では、続きまして、施策１０ 地域社会との協力による青少年健全育成についてです。 

この施策は重点取組が２つありますので、順に担当課より説明をしていただきます。 

 重点取組１０－１を生涯学習課から説明をお願いします。 

〇生涯学習課長 森雅代君 
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 重点取組１０－１ 青少年の健全育成につきまして、３０ページをお願いします。 

 ＫＧＩを行橋市内の刑法犯少年の検挙補導数を設定していまして、目標値１３人に対

し、実績値は２４人という結果でしたので、達成状況は▲としております。こちらにつ

きましては、今後また変更の検討をしております。 

 成果と課題につきましては、成果でございますが、環境浄化推進運動・街頭補導活動

を予定通り実施できました。また、夜間補導活動を予定通り実施しております。 

 また、県と京築地域２市５町で、子どもたちが地域に愛着と誇りを持ち、将来を担う

次世代のリーダーとしての資質や社会性を身につける人材育成プログラム事業、京築未

来のリーダー育成プログラム参加率を令和５年度から設定しましたが、こちらの参加率

は、行橋市の定員枠１５名に対しまして参加申し込み５名であったため、１００パーセ

ントを達成できませんでした。 

 課題です。コロナ禍で活動自粛が続いたため、関係者との連携を密にする必要があり

ます。京築未来のリーダー育成プログラムにつきましては、募集対象である中学生が学

校の行事と重なり、応募者が少なく、参加人数の増加が課題でございます。 

 今後の対応といたしまして、補導部会・例会等でお互いに連携を行い、環境浄化推進

運動・街頭補導活動及び夜間補導活動を推進いたします。 

 ３１ページ上になりますが、京築未来のリーダー育成プログラムにつきましては、福

岡県及び京築地区の市町で協議を行いまして、対象の中学生が参加したくなるような魅

力あるプログラムにいたします。また日程調整、対象者の拡大等も協議してまいります。 

以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について何か御意見がありましたら。 

（「ありません」の声あり） 

 それでは、次に重点取組１０－２を学校管理課から説明をお願いします。 

〇学校管理課 井上尚史君 

 重点取組１０－２ 児童クラブの運営の充実についてでございます。この重点取組に

おける目標指標ＫＧＩ、保護者アンケートにおける児童クラブの運営に満足している保

護者の割合は、事業者が実施しますアンケートではかっております。 

令和５年度の目標値、満足している割合９３パーセントに対しまして実績値は８８パ

ーセントという結果で、目標値には達しておりませんが、それに近い高い満足度を得ら

れているということが確認できました。目標値は下回りましたので、達成状況としては

△としております。 

 次に、成果と課題です。成果としましては、黒ポツの２点でありまして、１点目、大

きな事故、保護者からのクレーム等もなく、児童クラブ運営ができたこと。２点目、新



29 

 

年度から運営事業者が変更となるため、事業者変更に伴う運営開始に向けまして、各種

引継ぎなど、順調に進めることができました。 

 課題としましては３点ありまして、１点目、年度当初に待機児童が生じておりますが、

原因の一つとして、夏休みの長期休暇期間の受け入れを見越しての年度当初の申請が多

いためというふうに考えておりまして、長期休暇期間の受け入れ強化対応が課題と考え

ております。 

 次の２点目で施設の老朽化、特に空調設備の不具合が起きていること、３点目で、新

年度から委託事業者が変更となっておりまして、現児童クラブ職員から細かい内容を含

め、様々な相談があがっておりますので、事業者と連携しまして対応する必要があると

いう課題があると感じております。 

 最後に今後の対応としまして、２点ありまして、まず１点目が、委託事業者変更に伴

いますスムーズな引継ぎについて、引き続き取組むことと、次のページをお願いします。 

２点目が、施設更新の実施計画事業の実施と夏休みの新規開所に向けた取り組みを、今

年度の令和６年度当初からスムーズに実施できるように対応してまいりたいと考えてお

ります。説明は以上でございます。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について、何か御質問はございませんでしょうか。 

 尾崎委員。 

〇委員 尾崎環君 

 委託事業者変更とありますが、外部委託か何かされるんですか。 

〇教育長 山田英俊君 

 学校管理課長、どうぞ。 

〇学校管理課 井上尚史君 

 児童クラブが、いま全部で１８クラブあるんですが、このうち公設１３クラブが昨年

度までは２つの運営事業者に委託をしていたんですが、それを今年度からまとめて１つ

の事業者に委託をすることになりました。そういった意味で名称が変わりますので、引

継ぎ等をいま行って、今年度の７月以降はスムーズに事務処理を行うことになります。 

〇委員 尾崎環君 

 ありがとうございました。 

〇教育長 山田英俊君 

 それでは、次に施策１１の地域の誇るべき歴史・伝統文化の継承と普及について、重

点取組１１－１を文化課から説明をお願いします。 

〇文化課長 増田昇吾君 

 重点取組１１－１ 伝統文化の継承及び普及・振興の取組状況ですが、ＫＧＩの連歌の
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認知度につきましては、令和５年度の目標５５パーセントに対し、５７パーセントの実

績となっており、達成度は〇としております。 

 成果といたしましては、１年間の集大成として、企画委員の先生方の協力のもと、連

歌大会作品集の作成を行い、大会参加者や関係者に配付することができたこと、また昨

年度末に今後の課題について協議を行い、その中で企画委員の任期満了による改選につ

いての話し合いが行われ、他部署ではございますが、市職員の参加について了承を得る

ことができております。 

 次に、課題ですが、まず市民講座、一般の目標数を６回としておりましたが、１１月

の連歌大会に向けての取組という限られた期間内では４回が限度であったことが挙げら

れます。そのため企画委員会の中で年４回の実施をしていくことになりましたので、Ｋ

ＧＩの目標指数の変更を行うようにしております。 

 また、企画委員の年齢層が高いことも課題となっております。今回若い人材が企画委

員に入っていただいたことは大きな成果と言えます。 

 次に、連歌講座、夏休みに開催している中高校生の講座の参加率が低いことも課題と

なっており、特に中央公民館で開催しておりますが、行橋中学校からの参加率が低い状

況となっておりますので、学校のほうと協議していきたいと思っています。 

 今後の対応としましては、市民講座及び連歌講座、学生の講座については、連歌への

興味を持っていただくための取組であるため、回数よりも内容、楽しさ等を意識して取

組んでいきたいと考えております。 

 また、今後もさらに企画委員の若返りを進めていく必要があるため、中高校の先生方

への連歌への参加について促していく必要があると考えております。そのため、募集を

かける際は、今年度も昨年度と同様、直接学校へのアプローチをかけていくようにして

おります。説明は以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件で何か御質問、御意見はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

 では、ないようですので、次に、施策１２ 市民の生きがいを生み出す文化芸術活動の

推進について、重点取組１２－１を文化課から説明をお願いします。 

〇文化課長 増田昇吾君 

 重点取組１２－１ 文化振興事業の充実の取組状況ですが、ＫＧＩの文化芸術に関す

る満足度については、令和５年度の目標８０パーセントに対して７２パーセントとなり、

達成度は△としております。これは文化祭におけるアンケートを、ＱＲコードを用いた

ネット方式に変更を行いましたが、対象者が高齢であるということもあり、不評となり、

昨年度は２００件を超えていたアンケートの回答数が、今年度は１２５件と大幅に低下
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してしまったことが一つの要因であると考えております。 

 成果といたしましては、市美展及び代表作家展開催において、目標値を上回る出品数

を確保することができ、市民の創造活動や作品の鑑賞の機会の提供を行うことができ、

市民の文化芸術活動の振興を図ることができたと考えております。 

 次に、課題ですが、市民文化祭及び市美術展覧会の出品者や演出者の高齢化が問題と

なっております。また、代表作家展の会場がコスメイト２階の企画展示室であったため、

開会式を歴史資料館の常設展と企画展示室の間にある通路で行いましたが、かなり寂し

い感じになってしまったこと、市美術展覧会の会場が令和５年度は中央公民館であった

ため、駐車場や表彰式において不都合が生じていたこととなっております。 

 今後の対応ですが、高齢化については、若い世代の人を引き込むため、関係者と今ま

で以上に知恵を出し合って声掛けを進めていきたいと考えております。また、代表作家

展の会場も含め、より市民の方が見に来やすい環境整備について、関係各位と協議を進

めていきたいと考えております。なお、市美術展覧会につきましては、令和６年度開催

はコスメイト行橋で開催を行いました。運営主体の文化振興公社の事務局もコスメイト

内にあるため、これまでよりも効率が良い展覧会を実施することができました。 

説明は以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について何か御意見がありましたら。 

 𠮷兼委員、どうぞ。 

〇委員 𠮷兼法子君 

 市民文化祭等の出品者の高齢化というのは、まさに私自身、当事者として気になって

いるところですけれども、事務局として関係者と協議して知恵を出し合い考えていくと

いうことですが、何か具体的な改善策等、お持ちでしたら教えていただけたらと思いま

す。 

〇教育長 山田英俊君 

 文化課長。 

〇文化課長 増田昇吾君 

 文化課といたしましては、現在、文化協会と協力して行っております小中学生や成人

向けに行っております文化体験教室に力を入れ、この事業を充実させていくことで若い

世代の方がより文化に親しんでいけるようになり、すぐには効果が出ないかもしれませ

んが、若い世代の方の参加が徐々に増えてくるのではないかと考えております。 

以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 ありがとうございます。 
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 𠮷兼委員。 

〇委員 𠮷兼法子君 

 次は予算化を、ぜひ今後も続けていっていただきたいと思います。お願いします。 

〇教育長 山田英俊君 

 では、よろしくお願いします。 

他にはよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

 続いて、次にいきます。施策１３ 歴史や文化財を活かした地域づくりの推進について、

重点取組１３－１を文化課からお願いします。 

〇文化課長 増田昇吾君 

 重点取組１３－１ 文化財拠点施設の活用推進の取組状況ですが、ＫＧＩの文化財拠

点施設に対する認知度については、令和５年度の目標７３パーセントに対し、４６パー

セントの実績となり、達成は▲としております。昨年度の実績が９０パーセントとなっ

ておりますが、これは指数を誤って満足度で表していたため、令和５年度からは、知っ

ている、に変更をしていることが原因となっております。 

 成果といたしましては、歴史資料館では、新春特別展や企画展、旧百三十銀行では総

合政策課の取組であるカフェ♡コンや喫茶の好調、守田蓑州旧居では、沓尾学校による取

組や雛祭りなどの展示などが行われ、来館者を上げることができております。 

 課題といたしましては、資料館では依然、資料の整理や調査業務が思うように進んで

いないこと、旧百三十銀行については、定期的なモニタリングがしっかりと行えていな

いケースがあること、守田蓑州旧居では、冬の寒い時期は来館者数が少なくなることが

挙げられます。 

 また、令和５年度から開始しておりますＳＮＳですが、職員が随時更新し、内容も良

いものになっているにも関わらず、フォロー数が思うように伸びていないことが課題と

なっております。 

 今後の対応としましては、資料館におきましては、作業のバランスを検討し、展示作

品の計画の見直し、想定される今後の収蔵資料の増加に対応できるよう整理整頓を重点

的に取組んでいくこと。また旧百三十銀行については、事業が喫茶と貸館でありますの

で、大きな変化を伴うものではありませんが、担当職員による現地確認を積極的に行う

ようにすること。守田蓑州旧居については、エアコンの設置など、気象条件で来館者や

利用者が減らない対策を検討していきたいと考えております。 

 また、ＳＮＳのフォロー数を上げるため、ＱＲコードをラミネートし、歴史に興味の

ある方が訪れる市内史跡の説明看板に張り付ける取組を現在行っている状況でございま

す。説明は以上です。 
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〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件で何か御意見がありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

 ないようですので、続いて施策１４ 市民が文化芸術に接する機会の拡充について、重

点取組１４－１を文化課から説明をお願いします。 

〇文化課長 増田昇吾君 

 重点取組１４－１ 文化芸術に地域活性化事業の充実の取組状況ですが、ＫＧＩの美

術館の来館者数については、令和５年度の目標３３０人に対し、すみません、ここは修

正をお願いします。実績値は、令和６年度のほうは２, ３５０人となっております。そ

のため達成状況は▲としております。これは、昨年９月から１２月に開催した特別展、

坂本善三美術館展の来館者数が思うように伸びなかったことが大きな要因となっており

ます。 

 成果といたしましては、一昨年、特別展として実施したトーナスカボチャラダムスさ

んから寄贈を受けた銅版画展が好調であったこと、また２月から３月に開催した奥川俊

ェ衛門展も、一昨年実施した山下清展には及ばないものの、多くの方に来館していただ

くことができました。 

 また２月には、ママわらによるマルシェや、３月には商店会による雛祭りやスタンプ

ラリーも行われ、地域に根差す美術館というかたちの取組を行うことができたと考えて

おります。 

 課題といたしましては、銅版画展において、繊細な部分が見えづらいという意見があ

り、虫眼鏡などを活用する見せ方の工夫が必要だったケースがあったこと、また特別展

の在り方について再検討する必要があること。多額の費用をかけて著名な方の作品を展

示すれば多くの方に来ていただける可能性が高くなりますが、市美術館の本来の目的の

一つである北九州・京築地域の作家の洗い出しや研究という面から、門司在住のトーナ

スカボチャラダムス氏のような地元作家の作品にシフトすることを検討していかなけれ

ばならないと感じております。 

 また、良い作品を借用するためには、展示環境を整える必要があります。現在、本市

美術館は、加湿器等が機能していない状態であるため、責任をもって作品を借用できる

状態ではないこと、歴史資料館等他の文化施設と比べ来館者数が少ないことも課題とな

っております。 

 さらに、令和５年度は学芸員が１名減となっており、夏休みに開催した企画展では、

小中学生を対象としたワークショップを行うことができませんでした。そのため今後の

対応としましては、京築地区唯一の公設美術館であるため、市内外から多くの方に来館

していただけるような企画展を協議していくため、福岡県内の公設美術館と情報交換を
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行っていき、またいろいろな事業展開を行うためには、学芸員２名体制は必須と考えて

おりますので、今年度５月より採用いたしました学芸員としっかり事業内容を検討して

いかなければいけないと考えております。説明は以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について、何か御質問等はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようですので、次に、施策１５ 多様なスポーツに触れる機会の確保について、重

点取組１５－１を、スポーツ振興課から説明をお願いします。 

〇スポーツ振興課長 今川奨君 

 それでは、スポーツ振興課より説明させていただきます。３９ページをお願いします。 

 こちらの重点取組は１５－１、市民参加型スポーツの推進・普及となります。事業内

容としましては、市体育協会、指定管理者、関係団体と密接な連携のうえ、各種競技大

会を開催し、初心者の方が気軽に参加ができるスポーツ教室を開催するなど、スポーツ

の推進・普及に努めてまいる、そういった内容となります。 

 引き続き令和５年度の事業方針では、初心者の方が気軽に参加ができるスポーツ教室

やニュースポーツの競技種目を含んだスポーツフェスタをまず開催してまいります。 

 次に、市の主催行事でありますスポーツフェスタの開催月を、スポーツ推進月間と位

置づけ、老若男女を問わず、体を動かす１カ月として市民へ呼びかけを行いながらスポ

ーツ活動の推進を図ってまいります。 

 続いて、スポーツ活動で優秀な成績を収められた市民の方に対し、スポーツ顕彰制度、

全国大会で優勝などの好成績を収められた方を対象にパネル等を作成し、市の総合体育

館のアリーナ入口付近に掲示を行ったり、スポーツ激励金を支給するなどして、スポー

ツ活動で優秀な成績を収めた市民の方々に対し、スポーツ顕彰制度を取組んでまいりま

す。 

 次のページをお願いします。目標指標の点検評価に移ります。 

 はじめにＫＧＩでは、スポーツ推進月間に各種スポーツ大会に参加した人数とござい

ます。目標の１, ７００人に対し、実績は１, ８８２人と目標を上回っておりますので、

達成状況としましては〇としております。 

 次に、ＫＰＩとして、市報やホームページ等を活用したスポーツの日の広報回数、並

びにニュースポーツの紹介を兼ねた競技会も、いずれも目標を満たす実績がありました

ことから、達成状況は共に〇となります。 

 なお、今後の対応としましては、令和６年度については、市制７０周年記念イベント

を企画しております。従来のスポーツフェスタ事業と絡めたかたちで事業実施し、フェ

スタそのものが盛り上がっていくような企画を行ってまいる所存でございます。 
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説明は以上となります。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について、何か御意見はございませんでしょうか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようにありますので、次に、施策１６の生涯スポーツ推進のための環境・体制の

充実について、重点取組１６－１をスポーツ振興課から説明をお願いします。 

〇スポーツ振興課長 今川奨君 

 こちらの説明にあたり、４１ページの表内に修正がございますので、数字等の訂正を

よろしくお願いします。その内容は、９１を９８に、４４を３５に、〇を△に、以上よ

ろしくお願いいたします。 

 では、４１ページ目の重点取組でございます。こちらは総合公園内体育施設の管理運

営・利用促進となります。 

 はじめに事業内容としましては、市民のスポーツに対する幅広いニーズに対応するた

めのスポーツ指導者の育成、また生涯スポーツを推進するための環境体制づくりが重要

であるとスポーツ振興課では捉えております。この施策を推進してまいります。 

 続いて事業方針では、総合公園内等体育施設におきまして、施設利用者が安全で快適

に利用ができるように環境整備を行いつつ、利用者の利便性や満足度を引き続き向上し

ていくような取組を行ってまいります。 

 続いて、目標指標の点検評価となります。 

はじめにＫＧＩでは、利用者アンケートにおける施設の総合満足度が、満足・概ね満

足の割合としておるところですが、令和５年度の目標を８２パーセントとしておりまし

た。実績は９８パーセントで達成状況は〇となります。 

 次にＫＰＩでは、利用者アンケートにおける週１回以上施設を利用の割合は、目標値

４３パーセントのところ実績値は３５パーセントでしたので、達成状況は△としており

ます。実績値が低いという状況を引き続き分析調査してまいりたいと考えております。 

 続いて、利用者人数については、目標値の１５万８, ８００人に対して１８万８, ４０

１人の実績でしたので、達成状況は〇としております。 

 今後の対応としましては、指定管理者と連携をとりながら利用者の満足度向上につな

がる自主事業の検討、適切な施設の維持管理に引き続き努めてまいりたいと考えており

ます。説明は以上となります。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明は終わりました。何か御質問はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようですので、続いて、施策１７の地域に密着したスポーツイベント開催による
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地域活性化について、重点取組１７－１をスポーツ振興課から説明をお願いします。 

〇スポーツ振興課長 今川奨君 

 続いて、重点取組１７－１ 地域に密着したスポーツイベントの開催でございます。 

 早速ですが令和６年度事業方針でございます。地域に密着したスポーツイベントとし

まして、総合公園から長井稲童を経由し、自衛隊築城基地周辺をコースとする、ゆくは

しシーサイドハーフマラソンを開催することに伴い、地域活性化につなげてまいりたい

と考えております。 

 続いて、目標指標の点検評価でございます。 

はじめに、ＫＧＩでは、シーサイドハーフマラソンに参加した方々にアンケートを取

らせていただきました。大会に参加することで市の魅力を感じた人の割合をあげており

ます。目標は８７パーセントでしたが、実績値は７９パーセントと下回っており、達成

状況は△としております。 

 次にＫＰＩでは、次回大会に参加したい人の割合、目標８７パーセントに対しまして

実績は９５パーセントと、大会運営に対し満足した人の割合が、目標８７パーセントに

対し実績が７８パーセントと、まちまちな状況でありました。引き続き、大会当日の会

場周辺での渋滞解消対策など、大会のアンケートにより浮彫となった課題を解消するた

め、様々な手段を検討し、より満足度の高い運営となるよう取組んでまいりたいと考え

ております。 

 その成果としまして、駐車場問題の解決に取組みました。ゆめタウン南行橋店の駐車

場を日産自動車の御協力のもと、駐車場をこちらの工場付近に移し、利用者の方の利便

性を図るような取組をさせていただきました。 

 ２つ目に付随イベントでランニングクリニック教室を行い、大会に向けた心構え、大

会後のケアなど、実践の詳しい方を交えてメンタルのところも含めまして、開催を３回

しました。概ね評価が高かったことから今年度も取組んでまいります。 

 ３番目ですが、協賛企業については、新たに新規企業の開拓を図ってまいります。新

たに３社の協賛企業が増えております。ユニプレス様、日産車体様、ハローディ様、３

０万円の増収となっております。御報告といたします。 

 最後に今後の対応としまして、今までも申し上げましたが、今回の反省点を鑑みなが

ら、実行委員会、各部会で情報共有をしっかり行ってまいります。次年度の大会に向け

て、課題解決に向けて引き続き事務局として取組んでまいります。 

説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について、何か御質問などありましたら、お願いします。 

 桃坂委員、どうぞ。 
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〇委員 桃坂克己君 

 すみません、名前を呼んでいただいたんですけれど、ユニプレス九州と改めていただ

きたいと思います。次回も協賛していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

〇教育長 山田英俊君 

 スポーツ振興課長。 

〇スポーツ振興課長 今川奨君 

 大変失礼いたしました。ユニプレス九州様ということで、今後ともよろしくお願いし

ます。このことは、他の者にも伝えていきたいと思います。ありがとうございました。 

〇教育長 山田英俊君 

 他に、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

それでは、いただいた御意見をもとに、８月７日に予定しております外部評価委員会

の資料として報告書の取りまとめをしていきたいと思います。 

つきましては、取りまとめた報告書案をもって教育委員会の自己評価とすることに、御

異議ありませんか。 

（「はい」の声あり） 

ありがとうございました。御異議がありませんので、承認することといたします。 

（２）議案第２７号 令和 7年度実施計画事業について 

〇教育長 山田英俊君 

続いて、議案第２７号 令和７年度実施計画事業についてです。 

 こちらについては、議会の上程事案に深く関わる内容となりますので、非公開での審

議としたいと思いますが、御異議ありませんか。 

（「はい」の声あり） 

ないようですので、議案第２７号は非公開とさせていただきます。非公開のため、その

他事項が全て終了した後に審議したいと思います。よろしくお願いいたします。 

４.報告事項 

（１）報告第２１号 行橋市公民館運営審議会委員の任命について 

〇教育長 山田英俊君 

それでは、報告事項に入ります。 

 報告第２１の行橋市公民館運営審議会委員の任命について、説明をお願いします。 

 生涯学習課、お願いします。 

〇生涯学習課長 森雅代君 

 それでは、行橋市公民館運営審議会委員の任命についてでございます。３ページをお

願いします。 
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 社会教育法第２９条第１項及び行橋市公民館条例第１６条第１項の規定により設置さ

れました行橋市公民館運営審議会につきまして、３ページに添付しております６名の委

員を令和５年４月１日から令和７年３月３１日の２年間を任期として、委嘱していると

ころでございますが、このほど委員の交代がございまして、行橋市公民館条例第１６条

第５項の規定により、令和６年４月１日付けで新規に委員を３名委嘱しておりますので、

御報告いたします。以上でございます。 

〇教育長 山田英俊君 

 説明が終わりました。この件について、何か御意見はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

それでは、その他に入らせていただきます。何かありましたらお願いします。 

 生涯学習課、どうぞ。 

〇生涯学習課長 森雅代君 

 それでは、お手元にチラシを２枚配らせていただいています。夏休み中学生講座と書

いております。 

 生涯学習課のほうで中学校の皆様を対象に夏休み期間中に講座を２つ行うこととなり

ました。１つは８月１８日中央公民館にて、行橋市民大学の一環で中学生講座としまし

て、宇宙で活躍するロボットという内容で、九州工業大学の先生に御講座をいただきま

す。またもう１つ、黄色のほうですが、８月２１日にリブリオ行橋で、福岡銀行の方に

よります講義及びワークショップ形式の中学生向けの金融講座を行います。全中学校の

クラス分で、このポスターを配布するようにしておりまして、きょうから掲示を行う予

定です。 

 皆様におかれましても、お近くに中学生の皆様がいらっしゃいましたらＰＲのほうを、

よろしくお願いいたします。以上です。 

〇教育長 山田英俊君 

 その他の項目は、他にありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようですので、次回の委員会の日程について、説明をお願いします。 

〇教育総務課課長補佐兼教育政策係長 加來義宏君 

 次回の開催でございますが、先日もお伝えしたとおり、７月３０日火曜日、１４時に

臨時教育委員会を開催させていただきたいと思います。場所は本日と同じく第２委員会

室、議題は教科書採択についてでございます。 

 また、８月の定例教育委員会につきましては、改めて日程調整をさせていただきます。 

以上です。 

〇教育長 山田英俊君 
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 ２９日に教科書が採択協議会で決まりますので、３０日に教育委員会で承認をしてい

ただくという手筈になります。 

（１１時００分） 

閉会 １２時０５分 


